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第３章 都市交通の基本方針 

１．関連計画による都市づくりの方向 

（１）高速交通体系の整備方向 

 

 

・ 圏央道と東名高速のクロスポイント付近に位置する本市は、概ね１０年以内には東西

方面に加えて北関東～横浜南部方面まで広域的な連絡性が向上します。 

・ さらに（仮称）綾瀬インターチェンジ設置による波及効果が加われば、利便性の高い

高速交通体系の要衝として位置づけられることとなります。 

■首都圏の道路ネットワーク計画（国土交通省資料に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（仮称）綾瀬ＩＣ設置による波及効果の概要 

（「平成１６年度地域活性化ＩＣ設置に関する検討調査／綾瀬市」より綾瀬市関連抜粋） 

項 目 効 果 

ＩＣアクセス圏域の 

拡大 

・綾瀬市全域がＩＣアクセス３０分圏域外から１５分圏域内へ 

・綾瀬市役所からのＩＣアクセス時間は５２分から７分へ 

地域アクセス性の 

向上 

・綾瀬市中心部から東京都心部までの時間距離 

約９０分から約７０分へ短縮 

・綾瀬市中心部から御殿場までの時間距離 

約１１５分から約６０分へ短縮 

救命救急センター 

への連絡性の強化 

・綾瀬市役所から東海大学医学部附属病院までの所要時間 

２０分から１２分へ短縮 

（当院は東名高速道路からの緊急乗り入れ口を完備） 

道路利用者の便益 ・２３８億円／年（時間短縮、走行費用減少、交通事故減少） 

綾瀬市への帰着便益 
・綾瀬市の世帯当たり⇒約７．８万円／年 

・綾瀬市の１企業当たり⇒約８７万円／年 

●圏央道及び（仮）綾瀬ＩＣ整備により綾瀬市は利便性の高い高速交通体系の要衝へ 

(仮)綾瀬ＩＣ 

（2018 年頃供用目標）
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（２）県央都市圏の交通施策 

①かながわ交通計画（平成１９年１０月） 

 

 

・ 自動車専用道路網は、広域的な交通利便性を向上させ、快適な県民生活や円滑な産業

経済活動を支えるとともに、安全で災害に強い県土・都市づくりの実現などにも大き

く寄与するため、県土の骨格となる自動車専用道路網の整備を促進することとしてい

ます。 

・ 県央都市圏及び本市においては、「さがみ縦貫道路」「武相幹線（第二東名の一部）」

が関連するが、武相幹線についてはまだ具体的なルートが決定していません。 

・ 一般幹線道路網は、自動車専用道路の利用圏域の拡大、多様な交流・連携の支援、交

通利便性の向上と交通混雑の緩和、道路ネットワーク全体の効率向上のため、一般幹

線道路網の整備を推進、道路網全体の機能強化を図ることとしています。 

・ 混雑緩和、走行速度向上、高齢者ドライバーへのゆとりある走行環境の提供、延焼防

止など都市の安全性を確保、物流交通の円滑化などに寄与するため、多車線機能を有

する一般幹線道路網の充実・強化を図ることとしています。 

・ 県央都市圏及び本市においては、国道２４６号バイパスや（都）寺尾上土棚線を軸と

した道路網展開が位置づけられています。 

■道路網構想図（かながわ交通計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●広域交通利便性の向上、地域間の連携強化などへ向けた道路網を構想 

綾瀬市 

武武武相相相幹幹幹線線線  

（（（第第第二二二東東東名名名）））   

さささがががみみみ縦縦縦貫貫貫道道道路路路   

（（（圏圏圏央央央道道道）））   

国国国道道道 222444666 号号号バババイイイパパパススス   

横横横浜浜浜伊伊伊勢勢勢原原原線線線   

丸丸丸子子子中中中山山山茅茅茅ヶヶヶ崎崎崎線線線   

寺寺寺尾尾尾上上上土土土棚棚棚線線線   
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②かながわのみちづくり計画（平成１９年１０月策定／平成２２年３月改訂） 

 

 

・ かながわ交通計画を支える実施計画として、２００７年度（平成１９年度）から２０

１６年度（平成２８年度）までを計画期間とする「かながわのみちづくり計画」が策

定されています。 

・ 施策の体系として「自動車専用道路網の整備」「インターチェンジ接続道路の整備」「交

流幹線道路網の整備」「地域分断・交通のボトルネックの解消」「安全で快適なみち空

間の整備」の５つの柱から構成されています。 

・ 本計画は平成２２年３月に改訂がなされ、綾瀬市においては、都市計画道路寺尾上土

棚線、（仮称）綾瀬インターチェンジに関連する以下の６計画が位置づけられています。 

 

■「かながわのみちづくり計画」における綾瀬市関連計画の概要 

番号 路線名 工種 区分 H19～H28 施策分類 

1 (都)広野大塚・寺尾上土棚線 道路新設 新規 検討 

５ (都)藤沢厚木線 道路新設（４車線） 継続 供用（済）

地域分断・交通のボトルネックの

解消 

12 (仮称)綾瀬ＩＣ ― ― 整備 自動車専用道路網の整備 

31 県道 22 号(横浜伊勢原) 道路新設（４車線） 継続 供用 

32 (都)藤沢厚木線 道路新設（４車線） 継続 供用（済）

73 (都)寺尾上土棚線 現道拡幅（４車線） 継続 供用（済）

交流幹線道路網の整備 

 

 

 

●県の施策として（都）寺尾上土棚線の整備、（仮称）綾瀬ＩＣの整備などを位置づけ

綾綾綾瀬瀬瀬市市市   
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③地域活性化に向けた広域道路網計画（平成 16 年度地域活性化インターチェンジ設置に関する検討調査） 

 

 

・ 「平成１６年度地域活性化インターチェンジ設置に関する検討調査」において、地域

活性化に向けた広域道路網が位置づけられており、綾瀬市の道路網も以下のように位

置づけられています。 

■地域活性化に向けた広域道路網計画 

 

 

 

 

●広域レベルでの円滑な交通誘導を図るため、地域間が連携した道路網を位置づけ 

○県央湘南地域の骨格をなす幹線交通軸の形成 

＜東西方向＞ 

・国道 246 号 

 (横浜－大和－座間－海老名－厚木間を結ぶ道路) 

・横浜伊勢原線(用田バイパス) 

 (横浜－藤沢－海老名－厚木－伊勢原間を結ぶ道路) 

＜南北方向＞ 

・国道 467 号 

(横浜－大和－藤沢間を結ぶ道路) 

・丸子中山茅ヶ崎線 

(横浜－大和－綾瀬－藤沢－寒川－茅ヶ崎間を結ぶ道路) 

・相模原茅ヶ崎線 

 (相模原－座間－海老名－寒川－茅ヶ崎間を結ぶ道路) 

・国道 129 号 

(相模原－厚木－平塚間を結ぶ道路) 

○産業拠点・生活拠点・交通拠点の拠点間の連携や交流を支える

幹線交通軸を形成 

・村富相武台線、広野大塚線、藤沢相模原線、寺尾上土棚線、 

藤沢厚木線 

(相模原－座間－海老名－綾瀬－藤沢間を結ぶ道路) 

○骨格軸を補完し、地域間の交流を支える幹線交通軸の形成 

＜東西方向＞ 

・横浜厚木線 

 (横浜－大和－座間－綾瀬－海老名－厚木間を結ぶ道路) 

・早川本蓼川線 

 (大和－綾瀬－海老名間を結ぶ道路) 

・(仮)湘南台寒川線、ツインシティ新橋 

(藤沢－寒川－平塚間を結ぶ道路) 

・座間大和線 

(座間－大和間を結ぶ道路) 

＜南北方向＞ 

・藤沢座間厚木線 

(座間－綾瀬－藤沢間を結ぶ道路) 

・町田厚木線 

(町田－相模原－座間－海老名－厚木間を結ぶ道路) 

・吉岡海老名線 

(座間－海老名－藤沢間を結ぶ道路) 
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④周辺地域の交通政策 

・ 本市に関連すると考えられる周辺地域の交通政策は以下のとおりであり、今後もこれ

の政策と整合を図りながら綾瀬市の交通政策を進めていきます。 

■周辺地域の交通政策 

注）注釈内の行政名については、政策の位置を示すものであり、事業主体を示しているものではない。 

 

 

 

 

 

 

（仮称）
綾瀬ＩＣ(H30予定)

海老名ＩＣ
(H21供用)

海老名ＪＣＴ
(H21供用)

（仮称）
海老名南ＪＣＴ

厚木ＩＣ

（仮称）
県央厚木ＩＣ・ＪＣＴ

厚木秦野道路

さ
が

み
縦

貫
道

路

第二東名高速道路

小
田

原
厚

木
道

路

■連節バス（基幹バス）の導入（藤沢市）
・湘南台駅～慶應大学間に導入済
・支線バスと連携し交通不便地域を解消

慶應大学

湘南台駅

(都
)寺

尾
上

土
棚

線

■（都）広野大塚線整備（座間市）
・関係４市及び県と事業化に向け調整中

■（都）藤沢相模原線整備（海老名市）
・関係４市及び県と事業化に向け調整中

国道１号

（仮称）
西久保ＪＣＴ

新湘南バイパス

■横浜湘南道路整備（藤沢市・他）
・幅員25ｍ（４車線）
・横浜横須賀道路釜利谷JCT間H27開通予定

藤沢ＩＣ

目
久

尻
川

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
（整

備
済

）

■（都）並塚笹山線整備（藤沢市・大和市）
・綾瀬市内は約７割整備済
・綾瀬市南側はH32までに整備予定

（区画整理区域内）
・綾瀬市北側は幅員の整合が課題

蓼
川

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド

（H
22整

備
完

了
予

定
）

■(都)横浜伊勢原線整備（藤沢市）
・暫定２車線供用済
・幅員25ｍ（４車線）
・H25事業完了予定

■ＪＲ相模線複線化
・具現化に向けて検討中

■東海道新幹線新駅
（寒川町）

座間市

海老名市

大和市

藤沢市

計画段階 事業段階 完了凡例 高速自動車道

歩行者・自転車道路関係

鉄道関係 バス関係

■県道45号４車線化（大和市）
・境川から国道467号まで４車線化
・幅員27ｍ（４車線）
・事業延長約1.03ｋｍ
・用地取得中
・国道467号以西については小田

急線との交差方式が課題

■(都)藤沢厚木線整備（藤沢市）
・事業延長約1.38ｋｍ
・幅員25ｍ（４車線）
・H20/3：県道40号～国道１号間開通済

■相鉄いずみ野線延伸（藤沢市）

・運輸政策審議会第18号答申及び
「かながわ交通計画」に位置づけ

道路（４車線）

道路（２車線）

■さがみ縦貫道・ＩＣ整備（海老名市）
・（仮称）海老名北ＩＣ～（仮称）海老名北ＪＣＴ間はH21開通予定
・（仮称）海老名南ＪＣＴ以南はH22開通予定
・八王子ＩＣまでの開通はH24予定
・第二東名海老名南ＪＣＴ～厚木南ＩＣ間開通はH28予定
・第二東名全線開通（海老名南ＪＣＴまで）はH32予定

第二東名（構想）

■横須賀水道道路（海老名市）
・都市マスに緑道として位置づけ

辻堂駅

■新交通の整備（藤沢市）
・辻堂駅から慶應大学方面への新交通を検討中
（連節バス、ＬＲＴ等）
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２．将来都市像の設定 

（１）将来都市像と交通まちづくりのコンセプト 

・ 関連計画におけるまちづくりの考え方（特に交通計画に関連する部分）を受け、交通

計画における将来都市像と交通まちづくりのコンセプトを設定します。 

■将来都市像と交通まちづくりのコンセプト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通をとりまく社会要請                 

●環境負荷の少ない低炭素社会の構築 

●少子高齢化・人口減少社会への対応 

●集約型都市構造への転換 

●歩行者・自転車を重視した道路空間の再構築 

●持続可能な交通システムづくり 

■まちの将来像（あやせ都市マスタープラン）                                       

◆◆将将来来都都市市像像＝＝『『緑緑とと文文化化がが薫薫るるふふれれああいいののままちち  ああややせせ』』  

◆まちづくりの目標－「やさしさとアメニティにあふれる緑豊かな活力のあるまち」 

◆目標人口（平成４２年）→８７，０００人（総合計画における平成３２年の目標人口を維持する） 

●人と環境にやさしいまちづくり    ●市の顔となるにぎわいに満ちた中心核づくり 

●安全で安心して暮らせるまちづくり ●市のポテンシャルを活かした産業創造のまちづくり 

●利便性に富んだ交通ネットワークづくり ●地区特性を活かした身近なまちづくり 

■商業の方向（産業振興マスタープラン商業編）                                     

◆◆将将来来像像＝＝楽楽ししささをを発発信信しし、、地地域域ののににぎぎわわいいをを創創出出すするる商商業業交交流流空空間間  

●中心核の商業機能の強化 

●商店街と路線バス、コミュニティバスとの接続強化 

●商店街とコミュニティバスの相互利用促進の取り組み検討 

■工業の方向（産業振興マスタープラン工業編）                                     

◆◆将将来来像像＝＝持持続続可可能能なな社社会会をを支支ええるる創創造造的的ももののづづくくりりネネッットトワワーークク都都市市  

●新たな産業用地確保のための新市街地整備（深谷落合地区・吉岡西部地区） 

●市内企業間のネットワーク化を進める産業交流拠点構想の推進（（仮）綾瀬ＩＣ周辺） 

●流通機能強化のための道路整備の推進、通勤の足としてバス交通網の充実 

■農業の方向（産業振興マスタープラン農業編）                                    

◆◆将将来来像像＝＝都都市市のの貴貴重重なな財財産産ででああるる農農業業をを、、地地域域社社会会全全体体でで育育みみ継継承承すするる食食農農創創造造都都市市  

●新たなインターチェンジ設置に伴う波及効果を活用した農をテーマとした滞留型交流拠点

の形成 

 

■緑の将来像（緑の基本計画）                                                

◆◆将将来来像像＝＝水水とと緑緑・・文文化化がが綾綾ををななすす  環環境境共共生生ののままちち  

●３河川を基軸とした水と緑のネットワークづくり 

●公園などのレクリエーション施設の整備・充実 

●大規模民間敷地内、公共公益施設、民間施設建物緑化の推進 

主要 

施策 

主要 

施策 

主要 

施策 

まちづく

りの柱 

基本 

方針 

＜＜交交通通ままちちづづくくりりののココンンセセププトト＞＞  

●交通環境負荷の少ない広大で環境のよいまちの形成 

●移動しやすい公共交通網の形成 

●各拠点を有機的に結ぶ交通軸の形成 

●安心して出歩ける道路空間づくり 

●利便性と経済性の高い公共交通の実現 

（各マスタープラン[改定中]より抜粋整理）

■各施策による綾瀬市の将来イメージ      

●買い廻りが便利なまち 

●多様な産業が集積されたまち 

●地域資源を活かした観光都市 

●圏央地域における自然環境豊かなまち 
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（２）交通まちづくりの基本都市構造 

・ 都市マスタープランにおける将来都市構造を受け、交通を軸としたまちづくりを策定

するための基本都市構造を以下のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通まちづくりの基本都市構造 

■将来都市構造（都市マスタープラン） 

都市マスタープランにお

ける将来都市構造を受

け、交通を軸としたまち

づくりを策定するための

基本都市構造を右図の

とおり設定します。 

注）武相幹線（第二東名高速道路）について

は計画未定のため構想路線とする。 

主要幹線道路 

幹線道路 

地区幹線道路 

産業交流拠点 

 広域アクセスの優位性の確保 

 交流と連携による利便性の確保 

 環境との共生による快適性の確保 

 県央･湘南地域の産業交流及び技術交流を支援する機能の導入 

工工工 業業業 拠拠拠 点点点    

生生生 活活活 拠拠拠 点点点    

生生生 活活活 拠拠拠 点点点    

工工工 業業業 拠拠拠 点点点    

工工工 業業業 拠拠拠 点点点    

交交交通通通結結結節節節点点点   

交交交通通通結結結節節節点点点 

産産産業業業交交交流流流・・・  

交交交通通通結結結節節節点点点   

中中中心心心拠拠拠点点点   

生生生 活活活 拠拠拠 点点点    

海老名駅 

 東海道新幹線 

湘南台駅

 相
模

鉄
道

本
線

 

小
田
急
江
ノ
島
線 

厚木航空基地 

 東
名

高
速

道
路

 

武相幹線

新新新 産産産 業業業 拠拠拠 点点点    

都市中心 

 中心核として市街地整備を図り、市民の交流拠点として賑わいの創出 

 観光農園、直売所及び農業公園など農業とふれあうことができる場の

提供 

 幹線道路等の整備により利便性、安全性の向上 

新産業拠点 

 新たな産業拠点の創出 

 住･農･工の環境の調和 

 安全･安心なゆとりあるまちの形成 
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３．交通計画の目標と方針 

（１）目標と方針 

・ 将来都市像と交通まちづくりのコンセプトの主旨を受け、交通計画の目標と方針とし

て整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１ 人とまちに配慮した交通環境づくり               
 
・進展する少子高齢化や人口減少社会の到来、さらには地球温暖化問題を見据え、あやせの自

然環境ならびに地域住民の生活環境に配慮し、だれもが安全かつ安心して快適に暮らせる交通

体系づくりをめざす。 

・綾瀬市環境基本計画等にもとづき、低騒音舗装、街路樹の整備などの交通環境づくりをめざす。 

目標２ 広域交通流動と生活交通を支える機能的な道路網づくり    
 
・広域的な都市間交通の円滑な流動を担う道路と、生活交通を担う道路など、役割と機能を

明確にした道路網づくりをめざす。

＜方針２＞ 

自動車交通需要の適正化を推進する。 

＜方針３＞ 

東西方向の道路空間を確保する。
＜方針４＞ 

道路の明確な機能分担の確立を図る。 

＜方針１＞ 

道路機能に応じた適正な道路空間

を確保する。 

〔主要幹線道路のイメージ〕〔幹線道路のイメージ〕

〔地区幹線道路のイメージ〕 〔生活道路のイメージ〕

主要幹線道路 

主
要
幹
線
道
路 

市域 幹
線
道
路 

幹線道路 

地
区
幹
線
道
路 

交通量 

道路 

市域 

新 設

拡 幅
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目標３ 市民の移動利便性向上に資する交通体系づくり        
 
・最寄り駅との連絡強化や高齢者の日常的な移動を支えるバス交通の充実、自転車からバス

への乗り換え利便性など、市民の移動利便性の向上に資する交通体系づくりをめざす。 

目標４ あやせのまちづくりを支える交通施策の推進         

・中心核づくりや産業拠点の形成などを見据え、あやせのまちづくりを支える交通施策を進め

ていく。 

ＩＣ 

東名高速道路

新 設

産業拠点 

＜方針７＞ 

（仮）綾瀬ＩＣ周辺の道路交通体系を

確立する。 

＜方針８＞ 

新たな産業拠点へのアクセス経路・

道路空間を確保する。 

自転車
自動車

駐車場 
駐輪場 

バス 

電車 

パーク＆ライド 

サイクル＆ライド 

＜方針５＞ 

バス交通サービスの効率化・利便性

の向上を図る。 

＜方針６＞ 

交通機関相互の連携 

（乗り換え利便性）の強化を図る。 

接続性強化 

幹線バス 

支線バス 

乗換拠点 鉄道駅等の起終点 

東名高速道路
ＩＣ

拡 幅

拡 幅 拡 幅
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（２）都市交通のイメージ 

・ 都市交通の基本方針を受けた都市交通の基本的なイメージを以下のように整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心拠点及び周辺エリアのイメージ

●徒歩と自転車、バスだけで快適に移動できる空間

●人の活発な移動を促す吸引力のある交流空間

周辺市街地エリアのイメージ

●公共交通網による移動利便性の高い空間

●広大なスペースと環境が融合した居住空間

◆◆快適な居住環境地区快適な居住環境地区
・ＩＣ周辺における地区交通対策によ
り、生活環境が保全されたエリア

(

都)

並
塚
笹
山
線

海老名

綾瀬工業団地

工業工業拠点拠点

かしわ台
さがみ野 相模大塚 大和

桜ヶ丘

長後

湘南台

（都）横浜伊勢原線

城山公園

相鉄本線

小
田
急
江
ノ
島
線

東海道新幹線

吉岡工業団地

県道45
号

（丸
子中山茅

ヶ崎）

県道40号（横浜厚木バイパス）

市
道
３
・
５
号
線

市
道

13
8号

線

東
名

高
速

道
路

タウン
ヒルズＳＣ

県央地域警
察活動拠点

市
道
１
６
２
９
ー
１
号
線

厚木航空基地

都市型

農業

市役所

高座渋谷

(仮)稲荷山運動公園

蟹ケ谷公園

早川・
さがみ野
工業団地

光綾公園
長峰の森
光綾公園
長峰の森

中心拠点及び周辺エリア

周辺市街地エリア

バス乗換拠点

主要バス路線

居住環境の保全を図るエリア

主要産業拠点

中心拠点

主要公園・農業拠点

生活拠点

◆回遊性・快適性の◆回遊性・快適性の高い中心拠点高い中心拠点
・徒歩や自転車で安全かつ快適に
移動できるコンパクトな回遊空間

◆◆利用しやすい利用しやすい高速バス高速バス
・駐車場・駐輪場を備え、路線バス
やタクシーとの乗り継ぎ利便性の
高い東名綾瀬バス停

◆中心◆中心部部のの交通交通をを支える支える環状道路環状道路
・中心拠点への交通アクセスや幹線
道路の交通負荷を低減する環状道
路

◆安全◆安全で快適で快適な自転車な自転車ネットワークネットワーク
・サイクリングロードと幹線道路が連
携した快適な自転車走行空間

◆◆快適なバス乗り換え拠点快適なバス乗り換え拠点
・幹線バスと支線バスのスムーズな
乗り換えができ、快適な待合い環
境を備えた乗り換え拠点

吉岡西部地区

深谷落合地区目
久

尻
川

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド

蓼
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

主要幹線道路

幹線道路

地区幹線道路

中心部の歩行回遊動線

自転車の主要動線

物流の基本動線

第二東名（武相幹線）

新産業新産業拠点拠点

((仮仮))綾瀬綾瀬ICIC

◆◆移動性の高いバスネットワーク移動性の高いバスネットワーク
・(都)寺尾上土棚線を幹線軸とし、主

要駅や各拠点などへ移動しやすい
バス路線

◆◆整序化された整序化された物流物流交通交通動線動線
・幹線道路を経由し、市内の産業拠
点等へアクセスする物流交通

◆◆ラダー型（はしご状）の幹線道路ラダー型（はしご状）の幹線道路
・背骨となる（都）寺尾上土棚線の交
通を補完する幹線道路網

文化センター
厚生病院

（仮）上土棚吉岡線

綾南公園

県
道

42号
（藤

沢
座

間
厚

木
）

（都）早川本蓼川線

（仮）目久尻川
親水公園

(

都)

寺
尾
上
土
棚
線

■都市交通のイメージ


